
カーヤこども食堂 活動報告書 

開催場所  京都スパイスカレーKAAYA 

参加費   こども 無料 / 保護者の方 300 円 

開催日   2022 年 9月 

2 日、9日、16日、23日、28日、30 日 

 

★2日 14:00～17:00 「おやつのじかん」 

おやつ   手作り（フレンチトースト、プレーンマフィン、カルピスシャー

ベット、わらび餅）、麦茶、マスカットジュース 

参加者   こども  7 名   保護者の方  2 名 

★9日 14:00～17:00 「おやつのじかん」 

おやつ   手作り（フレンチトースト、カルピスシャーベット、マフィン、

きなこのクッキー）、ナシ、麦茶、レモネード、カルピス 

参加者   こども  10名   保護者の方 2 名 

★16 日 14:00～17:00 「おやつのじかん」 

おやつ   手作り（フレンチトースト、マフィン、きなこのクッキー）麦茶、

梨ジュース 

参加者   こども  8 名   保護者の方   2 名 

★23 日 14:00～17:00 「おやつのじかん」 



おやつ    手作り（フレンチトースト、きなこのクッキー、ほうれんそう

マフィン、プレーンマフィン、カレー焼きおにぎり、カルピスシャーベット）、

麦茶、マスカットジュース、カルピス 

参加者   こども  19 名   保護者の方   1 名 

★28 日 11:30～19:30 「カレーの日」 （コロナ対策で予約制） 

食事    チキンカレー、タケノコとわかめのスープ、麦茶 

  ※卵、乳は不使用 

配布 お米、フリーズドライ味噌汁、フリーズドライスープ、ミートソース、

ジャム、コーンクリーム、パスタソース、味付けのり、おかき、パイの実、た

べっ子どうぶつ、アスパラ、おにぎりせんべい、コアラのマーチ、ポイフル、

ハイチュウ、ぷっちょ、ばかうけ、インスタント麺、卓上醤油、そうめん、カ

ットワカメ、ルイボスティー、ほうじ茶、干し椎茸、かつお節、出汁用こんぶ、

黒豆きなこ、かぼす、青レモン、豆乳、ハンドクリン、生理用品 

参加者   こども  25 名   保護者の方   14 名 

★30 日 14:00～17:00 「おやつのじかん」 

おやつ    手作り（フレンチトースト、きなこのクッキー、カルピスのシ

ャーベット、ほうれんそうマフィン、チョコマフィン）、麦茶、カルピス、梨ジ

ュース 

参加者   こども  16 名   保護者の方   2 名 



 

 

 

 

ご支援   お米 10kg X 8 袋、5kg X 2 袋、1合＝2名、２合＝4名 

お菓子詰め合わせ、切り餅 1袋、梨豊水 5個、鉛筆 4本、消しゴム、鉛筆削り、

フリーズドライ味噌汁 6袋、フリーズドライスープ 2袋、マヨネーズ、ミート

ソース、ミックスビーンズ、ジャム、カレーソース、コーンクリーム 

小麦粉 2kg、ビスコ 40個、パスタ 6袋、レトルトミートソース 6袋、熱中症対

策タブレット 6袋、生理用品 15パック、かぼす 22 個、パスタソース 2箱、味

付けのり、おかき、パイの実、インスタント麺 7 食、食用油 2 本、はちみつ 2

つ、白だし、卓上醤油 2 本、ガラスープ 2 つ、そうめん 1 箱、カットワカメ、

いりごま 2袋、ルイボスティー4袋、ほうじ茶 5袋、干し椎茸 3袋、かつお節、

出汁用こんぶ、高野豆腐、竹の子水煮 2 袋、カレールー2 袋、黒豆きなこ、レ

モン 23 個、豆乳 24本、りんごジュース、生理用品 1箱、絵本 23 冊 

缶バッジ 1個 300 円、 寄付金 なし 

今月は店内飲食と持ち帰りをあわせて、延べ人数こども 85 名と保護者 23 名

で合計 108 名の参加がありました。フード・パントリーでは、お米 110kg、乾

物などの食品、お茶やジュース類、お菓子、ハンドクリンなどの衛生用品を参



加者に配布できました。 

今月も、継続して食材などを支援してくださる個人のサポーターや、フー

ドバンクとNPO団体の方々、参加者によるボランティアにお世話になりました。

企業の助成金と行政からの補助金も、一部の食材購入に充て活用することがで

きました。 

先月の夏休み以降、参加者のこども同士による勧誘の輪が広がっており、

特に「おやつのじかん」における参加者の大幅な増加を経験しました。キャパ

シティの関係で、準備するおやつの量に加え、滞在スペースの問題が生じてし

まい、来月よりシステムを変更することにしました。参加者同士のマナーや安

全面の問題など、新たな問題が発生し、今までのやり方ではカバーできない面

が出てきたと感じています。 

たくさんのこどもに届き始めているのは嬉しいですが、できることには限

りがあるので、以前から通ってきてくれているこどもにとっては制限が増える

ことになってしまい、運営側としても大変つらい決断ですが、一旦現状に即し

て試しに実行してみようと思います。 

参加人数が増えてきたからこその、参加者のこども、保護者それぞれへの

情報発信のやり方について、課題が残る 1ヶ月でした。 

カーヤこども食堂運営委員会 

木村 


